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ダイヤモンド中の窒素-空孔発光中心（NV 中心）の量子状態を利用した超高感度磁気セン

サー（量子センサー）の研究開発が活発に進められている [1- 4]。複数のパルスで構成され

るダイナミカルデカップリングは量子重ね合わせ状態の位相に対する周波数フィルターの役

割を果たすため、量子センサーのコヒーレンス時間の向上や、ある特定周波数の交流磁場検

出に有用であり、量子センサーの検出感度および周波数高分解能の向上に用いられている [5]。

通常、ダイナミカルデカップリングの周波数特性は、パルス幅を無視した場合でのフィルタ

ー関数モデルによって議論され[1, 6]、より優れた量子センシング技術開発に利用されている 

[7]。しかし、実際の実験や量子センシングの実用においてパルス幅は有限であり、その影響

がセンシング結果にどのように影響するかを評価する必要がある。本研究では、量子センシ

ング方式による交流磁場測定で検出した信号がパルス幅によってどう変化するかを、理論モ

デルを構築し、実験によって評価した。 

本研究では、同位体制御 12C ダイヤモンド薄膜中の

NV中心集団（~ 3×1014 cm-3）を量子センサーとして用

いた。同位体制御薄膜の成膜には原料ガス 12CH4([12C] > 

99.999%)を使用した。デカップリングシークエンス

（Hahnエコー、Carr-Purcell-Meiboom-Gill（CPMG）シ

ークエンス、XY8 シークエンス）と同期させた交流磁

場を、πパルス幅を変えながら測定を行ったところ、図

１のような結果が得られた。図１は CPMG-2 での交流

磁場（周波数 500 kHz）の測定結果を示しており、パル

ス幅が長くなるにつれて交流磁場に起因する量子セン

シング信号がシフトしていく様子が観測された。図中

の実線は、有限パルス幅を考慮した理論モデルに基づ

いてプロットしている。この理論モデルと実験結果が

よく一致していることから、量子センシング信号のシ

フトはパルス幅由来であることを理論的にも確かめた。

交流磁場の周期がパルス幅よりも遥かに長い場合でも、

パルス幅による信号のシフトが観測されており、その

詳細は理論モデルと併せて当日の発表にて報告する。 
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図１：CPMG-2シークエンスを用い

た量子センサーによる交流磁場測

定の結果。図中にそれぞれの測定に

用いたπパルス幅を記載している。 
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